


















































































た （Otani et al., Zoolog Sci. 2017）。この培養の
結果から，さまざまな条件をホタテ用に調整
しなければならないと痛感した。
現在はホタテの生殖腺，貝柱，中腸腺から
細胞を採取し，培養することに成功してい
る。その際に，細胞を採取する方法，菌が混
ざらないように洗浄する方法，細胞を播種す
るシャーレのコーティング方法をホタテ用に
調整した。特に培地においては，それぞれの
組織における浸透圧とpHを測定してそれに
合わせており，基本となる培地の選定の他，
加える栄養や増殖促進因子は，あらゆる生物
の培地を参考に，ひたすら選抜していく作業
だった。その実験方法は，さながら初期の哺
乳類における細胞培養確立法と似ており，実
際に実験を行った学生たちにはさぞかし苦行
だったに違いない。その苦労の結果，筋肉で
できている貝柱や，有害金属や微生物が貯蔵
されている中腸腺といった，本来その性質か
ら細胞として単離することが困難である細胞
をシャーレ上で生存させることに成功した 
（写真２，黒く細長く，一面に存在する細胞）。
さらに，生殖腺においては，細胞増殖も確認
でき，細胞を不死化して株細胞化する準備は
整ったといえる。
今後の展望
軟体動物，貝類においての培養研究は少な
く，ホタテにおいてはほとんど情報がない中
でのスタートであったが，ホタテの器官・細
胞培養に成功することができた。カキにおい
ては，単純に精巣と卵巣を一緒に培養するこ
とで人工授精させており，ホタテにおいても
人工授精の研究を行うことが可能になったと
言える。中腸腺における有害金属の蓄積メカ
ニズムを研究することもできる。また，おい
しい貝柱にはどんな成分が重要であるかが簡
便に研究できる。これらの研究から，より安
定的供給可能な，安心安全で，おいしいホタ
テの養殖に繋がることと思う。
ホタテ細胞における遺伝子導入方法の開発
もほぼ完了しており，それを応用してホタテ
の株細胞が樹立できれば，ホタテ研究のみな
らず，軟体動物全般の研究が盛んになること
が予想される。これらの研究が，長万部地域
社会への貢献に繋がると，我々は考えてい
る。
写真１　アサリとホタテ生殖腺の器官培養 写真２　ホタテ中腸腺の初代培養細胞
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